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台
湾
と
日
本
百
年
来
の
歴
史
及
び
今
後
の
関
係 

一
、
は
し
が
き 

台
湾
と
日
本
は
同
じ
く
西
太
平
洋
に
位
置
す
る
島
国
の
国
家
で
あ
り
、
北
か
ら
南
ま
で

島
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
両
国
は
最
も
近
い
近
隣
関
係
に
あ
り
、
人
的
交
流
は
勿
論
の
こ

と
、
経
済
関
係
に
至
っ
て
は
非
常
に
密
接
で
す
。 

し
か
し
、
日
台
両
国
は
共
に
そ
の
外
在
の
物
的
環
境
だ
け
を
重
視
し
、
内
在
的
精
神
の

了
解
に
欠
け
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
は
今
日
台
湾
と
日
本
の
文
化
交
流
に
お
け
る
大
き

な
問
題
で
す
。
私
が
今
日
お
話
し
を
す
る
テ
ー
マ
、「
台
湾
と
日
本
百
年
来
の
歴
史
及
び
今
後

の
関
係
」
は
、
台
湾
の
立
場
に
立
ち
、
こ
の
百
年
来
、
両
国
の
歴
史
発
展
を
中
心
に
、
政
治
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と
文
化
の
三
段
階
に
分
け
て
お
話
し
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

先
ず
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四
五
年
迄
で
す
。
台
湾
の
日
本
植
民
地
時
代
、
台
日

関
係
は
一
国
家
の
内
部
問
題
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
第
二
段
階
は
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
九

〇
年
迄
で
、
国
民
党
が
統
治
し
て
い
た
頃
の
台
日
関
係
で
す
。
第
三
段
階
は
一
九
九
〇
年
か

ら
現
在
に
至
る
迄
で
す
。
こ
の
三
段
階
に
お
け
る
様
々
な
変
化
は
台
日
間
の
歴
史
発
展
に
ど

う
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
を
ご
説
明
し
ま
し
よ
う
。 

 

二
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
は
近
代
社
会
に
邁
進 

日
本
は
台
湾
を
五
十
年
間
統
治
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
台
湾
に
最
も
大
き
な
変
化
を
も
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た
ら
し
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
台
湾
を
し
て
、
伝
統
的
な
農
業
社
会
か
ら
近
代
社
会
へ

邁
進
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
本
は
台
湾
に
近
代
工
業
資
本
主
義
の
経
営
観
念
を
導
入

し
ま
し
た
。
台
湾
製
糖
株
式
会
社
の
設
立
は
、
台
湾
の
初
歩
的
工
業
化
の
発
展
と
な
り
、
台

湾
銀
行
の
設
立
に
よ
り
、
近
代
金
融
経
済
を
採
り
入
れ
ま
し
た
。
度
量
衡
と
貨
幣
を
統
一
し

て
、
台
湾
各
地
の
流
通
を
早
め
ま
し
た
。
一
九
〇
八
年
の
縦
貫
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
南
北

の
距
離
は
著
し
く
短
縮
さ
れ
，
嘉
南
大
し
ゅ
う
（
潅
漑
水
路
）
と
日
月
潭
水
力
発
電
所
の
完

成
は
農
業
生
産
力
を
高
め
、
工
業
化
に
大
き
く
一
歩
踏
み
出
す
事
が
出
来
ま
し
た
。 

行
政
面
で
は
、
全
島
に
統
一
し
た
政
府
組
織
が
出
来
あ
が
り
、
公
平
な
司
法
制
度
が
敷

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
有
形
の
建
設
は
台
湾
人
の
生
活
習
慣
と
観
念
を
一
新
さ
せ
、
台
湾
は
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新
し
い
社
会
に
踏
み
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た 

日
本
は
ま
た
台
湾
に
新
し
い
教
育
を
導
入
し
ま
し
た
。
伝
統
的
な
私
塾
は
、
次
々
と
没

落
し
、
台
湾
人
は
公
学
校
を
通
し
て
新
し
い
知
識
で
あ
る
博
物
・
数
学
・
地
理
・
社
会
・
物

理
・
化
学
・
体
育
・
音
楽
等
を
吸
収
し
、
徐
々
に
伝
統
の
儒
家
や
科
挙
の
束
縛
か
ら
抜
け
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
世
界
の
新
知
識
や
思
潮
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
近
代

的
な
国
民
意
識
が
培
わ
れ
ま
し
た
。
一
九
二
五
年
に
は
台
北
高
等
学
校
が
成
立
し
ま
し
た
。

台
北
帝
国
大
学
は
一
九
二
八
年
に
創
立
さ
れ
、
台
湾
人
は
大
学
に
入
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

あ
る
者
は
直
接
、
内
地
で
あ
る
日
本
に
赴
き
、
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
台

湾
の
エ
リ
ー
ト
は
ま
す
ま
す
増
え
、
台
湾
の
社
会
の
変
化
は
、
日
を
追
っ
て
速
く
な
り
ま
し
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た
。 

近
代
観
念
が
台
湾
に
導
入
さ
れ
た
後
、
時
間
を
守
る
、
法
を
遵
守
す
る
、
更
に
、
金
融
・

貨
幣
・
衛
生
、
そ
し
て
、
新
型
の
経
営
観
念
が
徐
々
に
新
台
湾
人
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。 

 

三
、
台
湾
意
識
の
台
頭 
 

 
 

近
代
化
社
会
に
於
け
る
、
近
代
化
観
念
の
影
響
を
受
け
て
、
台
湾
人
は
新
し
い
教
育
を

受
け
た
た
め
、
徐
々
に
世
界
新
思
潮
と
新
観
念
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
台
湾
人
の
地
位
が
、

日
本
人
に
比
べ
て
低
い
事
に
気
が
つ
き
、
台
湾
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。
台
湾
意
識
が
日
増
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し
に
強
く
な
る
に
連
れ
て
、
台
湾
運
命
共
同
体
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

一
九
二
〇
年
頃
、
台
湾
人
は
西
側
の
新
思
潮
の
影
響
を
受
け
て
、
様
々
な
社
会
団
体
を

作
り
、
議
会
民
主
・
政
党
政
治
・
社
会
主
義
・
共
産
主
義
・
地
方
自
治
・
選
挙
・
自
決
独
立

な
ど
様
々
な
主
張
を
し
、
日
本
は
台
湾
人
に
当
然
の
権
利
を
与
え
る
べ
き
だ
と
要
求
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
台
湾
人
の
政
治
運
動
と
主
張
は
、
日
本
の
制
圧
に
よ
っ
て
成
功
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
台
湾
は
台
湾
人
の
台
湾
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
、
台
湾
人
の
一
致
し
た
主

張
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
戦
後
国
民
党
に
対
抗
す
る
理
念
と
力
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 
 

政
治
的
社
会
運
動
の
力
に
押
さ
れ
て
、
台
湾
文
学
、
台
湾
美
術
、
台
湾
歌
劇
な
ど
も
、

続
々
と
生
ま
れ
、
台
湾
人
意
識
を
主
体
と
す
る
台
湾
文
化
も
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。 
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四
、
戦
後
、
国
民
党
は
「
日
本
化
」
を
抹
殺
し
、
「
中
国
化
」
を
導
入
。 

 
 

一
九
四
五
年
国
民
政
府
が
台
湾
を
接
収
し
た
後
、「
日
本
化
抹
殺
」
の
政
策
を
と
り
、
台

湾
人
に
対
し
、
日
本
語
を
し
ゃ
べ
る
べ
か
ら
ず
、
日
本
語
を
書
く
べ
か
ら
ず
を
強
要
し
ま
し

た
。
日
本
語
の
雑
誌
、
映
画
な
ど
も
制
限
し
て
、「
日
本
化
」
を
消
し
去
る
と
同
時
に
、
国
民

党
は
中
国
人
の
観
点
に
よ
る
歴
史
文
化
を
注
入
し
、
台
湾
人
を
中
国
人
に
変
え
よ
う
と
し
ま

し
た
。 

 
 

台
湾
と
日
本
の
関
係
は
一
九
四
五
年
以
後
、
急
速
に
変
わ
り
、
国
民
党
の
反
日
政
策
の

た
め
、
台
湾
の
若
者
は
徐
々
に
日
本
離
れ
を
し
、
日
本
を
知
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
が
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台
湾
を
統
治
し
た
歴
史
は
、
教
科
書
に
は
載
ら
ず
、
歴
史
学
者
も
研
究
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
教
育
を
受
け
た
先
輩
た
ち
は
お
お
っ
ぴ
ら
に
日
本
を
語
ら
な
い
の
は
、
国
民
党
の
目
を

恐
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 
 

国
民
党
の
大
中
華
思
想
の
教
育
の
も
と
で
、
台
湾
人
の
気
質
に
も
変
化
が
表
れ
ま
し
た
。

法
の
遵
守
・
勤
勉
、
清
廉
、
責
任
感
な
ど
の
美
徳
は
失
わ
れ
、
反
対
に
中
国
人
の
投
機
性
、

法
を
知
っ
て
法
を
破
る
、
善
悪
転
倒
、
賄
賂
特
権
の
習
性
は
、
強
く
な
る
一
方
で
、
台
湾
人

精
神
も
日
を
追
っ
て
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 

国
民
党
の
強
力
な
主
導
政
治
体
制
の
下
で
、
国
民
党
が
台
湾
を
代
表
し
て
日
本
と
結
ば

れ
た
関
係
は
、
日
本
を
し
て
国
民
党
の
歴
史
と
観
点
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
台
湾
人
の
歴
史
や
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台
湾
人
の
主
張
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
台
湾
と
日
本
と
の
経
済
往
来
は
か

な
り
密
接
で
、
両
国
の
友
好
関
係
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

五
、
戒
厳
令
体
勢
と
台
湾
民
主
運
動 

 
 

一
九
四
五
年
十
月
、
国
民
党
政
府
が
台
湾
を
接
収
し
た
後
、
特
権
が
横
行
し
た
為
、
政

治
は
腐
敗
、
物
価
は
高
騰
し
、
社
会
秩
序
は
混
乱
を
招
き
、
一
年
半
を
経
ず
し
て
、
一
九
四

七
年
二
月
、
二
二
八
事
件
が
起
こ
り
、
火
種
は
台
湾
全
島
に
拡
が
り
ま
し
た
。
国
民
党
は
中

国
大
陸
か
ら
兵
を
送
り
込
み
、
鎮
圧
に
あ
た
り
、
台
湾
の
エ
リ
ー
ト
、
民
衆
を
数
万
人
残
殺

し
、
台
湾
人
を
恐
怖
の
底
に
陥
れ
、
台
湾
人
の
政
治
に
関
わ
る
勇
気
を
喪
失
さ
せ
ま
し
た
。 
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一
九
四
九
年
五
月
、
国
民
党
政
府
は
台
湾
に
戒
厳
令
を
布
き
、
暫
く
し
て
、
中
国
大
陸

の
内
戦
に
敗
れ
て
台
湾
に
退
い
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
自
ら
の
政
権
を
堅
固
な
も
の
に
す
る

た
め
、
多
数
の
反
対
分
子
を
逮
捕
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
所
謂
一
九
五
〇
年
来
の
、「
白
色
テ
ロ
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
国
民
党
は
更
に
「
反
攻
大
陸
」
を
国
策
と
し
、
独
裁
体
制
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
戒
厳
令
は
三
十
八
年
間
も
続
き
、
一
九
八
七
年
に
な
り
、
や
っ
と
解

除
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
代
未
聞
の
事
で
あ
り
、
台
湾
人
が
如
何
に
言
論
思
想
や
結
社
の

自
由
を
剥
奪
さ
れ
て
い
た
か
、
不
安
と
恐
怖
の
中
で
の
生
活
だ
っ
た
か
、
皆
さ
ん
も
想
像
で

き
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

戒
厳
体
制
を
打
ち
破
る
た
め
、
台
湾
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
長
い
時
間
を
か
け
、
多
数
の
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犠
牲
者
を
出
し
、
倒
れ
て
も
や
ま
ず
、
絶
え
ず
奮
闘
し
た
結
果
、
国
民
党
も
遂
に
譲
歩
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
、
李
登
輝
が
台
湾
人
と
し
て
、
初
め
て
の
總
統
に
就
任
し
て
か

ら
の
十
二
年
間
は
、
何
と
か
し
て
台
湾
の
人
民
の
期
待
に
沿
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、「
民
主

化
」
と
「
台
湾
本
土
化
」
の
政
策
を
実
行
し
ま
し
た
。
先
ず
は
、
い
わ
ゆ
る
万
年
国
会
を
解

散
、
終
結
さ
せ
、
中
央
民
意
代
表
（
国
会
議
員
）
を
全
面
改
選
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九

九
六
年
に
は
歴
史
上
初
め
て
の
人
民
に
よ
る
總
統
直
接
選
挙
を
実
行
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
主
権
在
民
」
の
観
念
を
徐
々
定
着
さ
せ
る
事
が
で
き
、
自
由
民
主
の
社
会
が
打
ち
立
て
ら

れ
、
台
湾
人
民
は
国
民
党
の
統
制
か
ら
離
れ
て
、
台
湾
主
体
の
観
念
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 
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六
、
一
九
九
〇
年
後
は
台
湾
に
新
国
家
建
立
の
潮
流
現
る 

 
 

下
か
ら
上
へ
つ
き
上
げ
る
民
主
の
力
こ
そ
台
湾
を
変
え
る
原
動
力
で
す
。
こ
の
力
は
、

台
湾
内
部
の
政
治
構
造
を
変
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
台
湾
と
中
国
の
関
係
も
変
え
ま
し
た
。

過
去
の
内
戦
型
対
立
状
態
か
ら
国
と
国
の
関
係
に
変
わ
り
ま
し
た
。
台
湾
は
平
等
互
恵
の
立

場
で
、
中
国
と
平
和
互
恵
の
関
係
を
樹
立
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
力
の
源
は
、
実
は
日
本
統
治
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
台
湾

意
識
が
芽
生
え
た
後
、
台
湾
人
は
す
で
に
自
決
独
立
の
主
張
を
提
出
し
ま
し
た
。
戦
後
、
台

湾
人
が
二
二
八
事
件
の
災
難
に
遭
っ
た
後
、
こ
の
独
立
運
動
が
始
ま
り
、
一
九
九
〇
年
代
に

な
り
、
国
内
と
海
外
の
力
が
交
わ
っ
て
、
新
国
家
建
設
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。 



1
3
 

 

 
 

多
く
の
日
本
人
が
、
中
国
の
宣
伝
や
脅
し
に
乗
っ
て
、
「
台
湾
は
中
国
の
一
部
で
あ
り
、

台
湾
は
独
立
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
一
度

台
湾
に
来
ら
れ
て
、
台
湾
人
の
考
え
を
聞
き
、
活
気
溢
れ
る
台
湾
の
社
会
を
見
て
、
台
湾
の

自
由
民
主
を
感
じ
た
方
な
ら
ば
、
台
湾
人
が
何
故
、
新
国
家
を
建
設
す
る
の
か
、
自
ず
と
分

か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

台
湾
は
海
峡
を
挟
ん
で
中
国
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
「
台
湾
正
名
」
運

動
（
台
湾
の
国
名
を
正
し
く
す
る
）
、
「
国
民
投
票
に
よ
る
憲
法
制
定
」
、
「
新
国
家
建
設
の
主

張
」
な
ど
を
、
敢
え
て
唱
え
る
活
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
台
湾
精
神
か
ら
来
て
い

る
の
で
す
。
台
湾
人
は
、
質
実
剛
健
・
実
践
能
力
・
勇
敢
・
挑
戦
的
天
性
の
気
質
に
加
え
て
、
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日
本
時
代
に
養
わ
れ
た
法
を
守
る
、
責
任
を
負
う
、
仕
事
を
忠
実
に
行
う
な
ど
の
精
神
を
備

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
即
ち
台
湾
人
の
長
所
で
あ
り
、
窮
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
強
く
な
り
、
権

威
統
治
の
も
と
で
も
、
台
湾
人
と
し
て
の
主
体
意
識
を
確
立
す
る
こ
と
の
出
来
る
最
高
の
精

神
な
の
で
す
。 

 

七
、
日
本
が
台
湾
新
国
家
建
設
の
動
力
を
理
解
し
て
こ
そ
、
両
国
の
未
来
関
係
が
構
築
で
き
る 

 
 

日
本
の
若
い
世
代
は
安
定
し
た
社
会
で
育
ち
ま
し
た
。
外
敵
は
な
く
、
内
乱
も
あ
り
ま

せ
ん
。
生
活
は
豊
か
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
危
機
意
識
が
な
く
、
改
革
意
識

も
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
国
に
対
し
て
は
何
も
言
え
ず
，
不
公
平
や
不
義
に
対
し
て
、
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胸
を
張
っ
て
正
す
事
が
出
来
な
い
よ
う
で
す
。
昔
の
日
本
人
が
持
っ
て
い
た
公
に
尽
く
し
、

責
任
を
負
い
、
忠
誠
を
尽
く
し
て
職
を
守
る
日
本
精
神
は
ど
こ
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
こ
れ
は
日
本
の
社
会
の
最
大
危
機
で
す
。 

 
 

台
湾
は
こ
の
百
年
、
日
本
統
治
時
代
と
国
民
党
時
代
の
歴
史
を
経
て
き
た
訳
で
す
が
、

こ
の
間
、
台
湾
人
の
主
張
は
圧
迫
さ
れ
続
け
、
一
度
と
し
て
台
湾
人
が
主
人
公
と
な
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
台
湾
人
が
長
期
に
わ
た
っ
て
奮
闘
、
犠
牲
を
払
っ
た
結
果
、

一
九
九
〇
年
以
後
、
台
湾
は
台
湾
の
主
体
性
観
念
を
持
つ
こ
と
が
社
会
の
主
流
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
の
方
に
は
、
こ
の
勢
力
が
台
湾
の
社
会
を
変
え
る
力
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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両
国
間
の
将
来
は
台
湾
と
日
本
の
平
等
互
恵
関
係
の
上
に
成
り
立
ち
ま
す
。
台
湾
を
中

国
の
一
部
で
あ
る
と
見
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
と
台
湾
は
生
命
共
同
体
な
の
で
す
。
即
ち

台
湾
な
く
し
て
、
日
本
は
あ
り
え
な
い
。
と
同
様
に
、
台
湾
も
日
本
な
く
し
て
は
存
在
し
え

な
い
こ
と
を
、
じ
っ
く
り
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。 

 
 

最
後
に
、
台
湾
と
日
本
の
両
国
の
国
民
が
、
こ
の
百
年
来
の
台
湾
歴
史
の
発
展
を
よ
く

理
解
し
、
相
互
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
両
国
が
新
時
代
の
未
来
関
係
に
邁
進
す
る
こ
と
を
心

よ
り
願
い
つ
つ
、
本
日
の
私
の
お
話
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 


